きものに もさ ま，^ あるが、 煎じつ めれば、 きもの 

は 皮膚の 延長 だと わたくし は 思 つて ゐる。 

裸身で は 居られな いので、 天然の 美 を 被 ふのに、 そ 

の 顔に よく 似合った 色の 布 を 選らむ の は 当然な ことで、 

すこしで も 美しい の をと いふ 心持ちが、 色彩に 敏 くな 

り、 模ゃ うや、 かたち までが 種々 に 変化し、 売手の つ 

くる 流行に 支配され ると、 自分の 皮膚と は、 似ても に 

つかない もの をつ ける ことにな つて、 化粧 を 濃く して 

ごまかし、 自分の 本来の もの を 殺して まで 衣服の 柄の 

方に 顏を 合せよう とする 不自然 さに なつたり する。 



こと を 目標と し、 その 布 を、 袖に 四ッに 畳んで 折り、 

身 ごろ を 長く 四ッに 折れば とれる。 あまった の を竪に 

ニッに 割って、 襟と おくみと すれば 出来る。 縫 ひ 方 も 

簡略で、 みんな 竪に縫 ひ、 袖の 下 を 縫って 袋に すれば 

よいので、 単衣 を 合せれば 袷、 間に 綿 を 入れれば 綿 入 

れ となった の だ。 

じ やう はふ 

しかも、 寸法 も、 男 は 何寸、 女 は 何寸と 定法が あり、 

大概 それで 誰に も 着られる。 子供 は、 何歳まで が四ッ 

身、 その 下が 三ッ 身、 その 下が 赤 児 用の ーッ 身で、 四 

ッ身は 何 尺の 裂地が 入用、 一 匹の 布 (成人 用の 四 反が 

ひとはた 

一機で、 二 反つな がって ゐる のが 一匹) で 四 ッ身は 三 



随筆集に 「きもの」 とい ふ 題 を 不用意に つけて しま 

つたが、 きものと は、 たけだけし いと 考 へて しまった。 

「きもの」 とい ふ 名の もつ 広さ、 大きさ、 強さ は、 もつ 

とく 本質的に 研究した ものへ つける 題で あつたと、 

虫の 音く 夜 ごろの 涼し さなのに、 汗ばんだ。 

II 昭和 十四 年 九月 十日 夜 II 
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